
部門経営責任者 都市部長 加　藤　重　雄
環境部長 角　田　秀　之
水道部長 田　村　義　雄

本部門は組織一体となって、下記の業績目標の達成に取組みます。
上記目標の達成状況は、原則として平成23年9月までに報告します。

平成22年度　都市政策部門業績目標

事業名称等

事業名称等

達成
目標

三浦市三戸土地改良区の解散

事業費総額
(千円)

５つの
宣　言

3,470

○

事
業
分
類

人件費相当額
(千円)

人件費相当額
(千円)

3,074

3,077

事業費
(千円)

部

本年度（平成２２年度）の事業目標

　農業と都市の調和のとれた健全な土地利用及び、農業の生産性の向上を図ること
を目的に行われる、県営ほ場整備事業の換地計画を作成する三浦市三戸土地改良区
の事務の支援と同改良区の解散に向けた事務の支援を行います。 都市部

計画整備課

3

事業
内容

部門

課

都市

県営ほ場整備事業（緑農住区開発関連型）三戸小網代地区

事業名称等

国、県への要望1回
用地取得支援の実施達成

目標

管理通番

3 150

No.

計画整備課

3,074

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

広域幹線道路促進事業

管理

都市部門
　地域経済・社会活動を支える重要な都市基盤の確立のため、三浦縦貫道路Ⅱ期区
間（林５丁目～三崎口駅付近）の早期完成と西海岸線の早期整備を国や県に要望し
ます。

本年度（平成２２年度）の事業目標

都市部

396

事業
内容 課

達成
目標

都市

149 ○2

通番
事
業
分
類

５つの
宣　言

事業
内容

事
業
分
類

課

部

その他
の課題

部門

５つの
宣　言

○

実　施
計　画

No.

運営会議（三浦市三戸土地区画整理組合設立準備委員会）等12回の開催による情報
共有

No.

管理通番

本年度（平成２２年度）の事業目標

1481 三戸小網代土地区画整理支援事業

　転入者の増加を目的とする、三戸小網代地区の土地区画整理事業の準備事業とし
て行われる（仮）三浦市三戸地区発生土処分場建設事業に関する、事業者と三浦市
三戸土地区画整理組合設立準備委員会の情報共有のための運営会議等を実施しま
す。

その他
の課題

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

4,304

7

部

事業費
(千円)

都市総務室

その他
の課題

都市部

4,311

実　施
計　画

1



7

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

都市計画推進事業154

高度地区の指定等に係る都市計画決定（変更）の手続き

　良好な市街地環境の形成を目指すため、高度地区の指定及び風致地区の見直しが
必要とされる区域について、都市計画の案を作成し都市計画決定（変更）の手続き
を行います。

事業
内容

No.
事業名称等

景観行政推進事業153

管理

事業
内容

6

本年度（平成２２年度）の事業目標

　良好な景観の形成を促進するため、市内の景観資源調査の準備や庁内調整会議、
市民ワークショップ等を行い、景観計画の策定に向けた準備を行います。

8,384

人件費相当額
(千円)

計画整備課

部門

事
業
分
類

その他
の課題

○

実　施
計　画

５つの
宣　言

　本市を取巻く状況変化や目指すべき将来都市像に的確に対応するよう、市内にあ
る都市計画道路のうち、都市計画変更（廃止・変更等）が必要とされた路線の変更
（廃止・変更等）手続きを行います。

事業
内容

通番 管理

管理

地権者説明会2回開催による情報共有

達成
目標

都市部

計画整備課課

3,151

都市

事業費総額
(千円)

3,074

151

事業名称等

事業名称等
No.

管理

達成
目標

通番

ワークショップ等を5回開催することによる景観に対する意識啓発

5

本年度（平成２２年度）の事業目標

No.

152 都市計画道路見直し事業

都市計画変更が必要とされた路線の変更（廃止・変更等）

達成
目標

都市

通番

　三崎口駅周辺地区における新たな市街地の形成を目的として、地権者との土地利
用計画の意見交換や事業費等の検討・試算を行うことにより、地権者の土地区画整
理事業への理解を深め、合意形成の熟度向上を図ります。

事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

市街地整備事業

事業
内容

No.

4

通番

○

部門

都市部部

都市

事業費
(千円)

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

11,730

4,044

7,686
人件費相当額

(千円)

実　施
計　画

事
業
分
類

その他
の課題

課

５つの
宣　言

計画整備課

部 都市部

事業費総額
(千円)

32

その他
の課題

事
業
分
類

５つの
宣　言

○

5,534

都市

4,213

人件費相当額
(千円)

計画整備課課

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

4,181

人件費相当額
(千円)

部

部門

事業費
(千円)

課

都市部部

2,850

77

○

事
業
分
類

その他
の課題

５つの
宣　言

事業費
(千円)

実　施
計　画

部門

2



道路詳細設計1式

No.

管理通番

通番 管理
事業名称等

事業
内容

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

8

No.

155

達成
目標

都市計画決定（変更）情報の提供

管理

　公園利用者が快適に施設を利用できるようにするために、三浦スポーツ公園の管
理棟の備品や各競技で使用する競技用品を整備します。

9 157 三浦スポーツ公園運営準備事業

通番

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業名称等

160

No.
事業名称等

達成
目標

生活道路整備事業

通番 管理

10

本年度（平成２２年度）の事業目標

　初声町和田赤羽区の狭隘道路部において、緊急車両（消防車・救急車）等の交通
を確保するため、道路詳細設計を実施します。

達成
目標

達成
目標

事業
内容

市道18号線整備計画に伴う9筆の用地買収契約締結、物件移転補償の完了

事業費総額
(千円)

42,469

40,010
事業費
(千円)

2,459
人件費相当額

(千円)

市道18号線整備事業

事業
内容

部

本年度（平成２２年度）の事業目標

11 161

部門

三浦スポーツ公園の運営に必要な管理棟の備品、競技用品等の整備補完

土木課課

都市

事
業
分
類 ○

都市部

　引橋から油壺方面に抜ける市道18号線（通称：高山線）の車両交通の確保と、歩
行者の安全確保を図るため、道路改良工事に向けた用地買収及び物件移転補償を行
います。

事業名称等
その他
の課題

6,947

５つの
宣　言

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

2,548

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

事業費総額
(千円)

3,652

その他
の課題

５つの
宣　言

4,458
人件費相当額

(千円)

土木課

2,489

課

事業費
(千円)

都市計画情報提供事業

都市部

その他
の課題

　都市計画決定（変更）に伴う都市計画情報データを修正（更新）し、新しい都市
計画情報を提供します。

都市

都市

実　施
計　画

事業費
(千円)

課

部門

3,074

都市部

部門 都市

部

事
業
分
類

５つの
宣　言

事
業
分
類

事業費総額
(千円)

５つの
宣　言

部

事
業
分
類

計画整備課

○

都市部部

1,845

事業費
(千円)

課

○

実　施
計　画

土木課

人件費相当額
(千円)

703

部門

578

○

3



実　施
計　画

５つの
宣　言

○

12,142

36,876

人件費相当額
(千円)

人件費相当額
(千円)

課

事業費
(千円)

164

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業名称等

急傾斜地崩壊対策事業

No.

通番 管理

　雨水等による浸水被害を防止するため水路の改修をするとともに、転落防止のた
め防止柵を設置します。
　なお、この事業は、有利な財源の活用のため、平成22年度に予定していた事業に
ついて、財源充当が可能な地域活性化・きめ細かな臨時交付金を平成21年度補正予
算で充当し、事業費3,759千円の予算を繰越して平成22年度に実施します。
・高円坊隠田地内水路改修工事
・市内転落防止柵工事

市道223号線路肩修繕工事L=15ｍ
道路反射鏡設置
区画線設置

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

高円坊隠田地内水路改修　Ｕ型側溝 60m
市内転落防止柵工事　1箇所

達成
目標

8,453

事業費総額
(千円)

3,689

事業名称等

　交通安全施設の整備、安全運転の確保、交通秩序の確立、歩行者の安全確保等一
連の対策を講じるため、交差点改良・歩道の設置・視距の改良・路肩の改良・道路
反射鏡・区画線・防護柵等の整備を実施します。 部

実　施
計　画

○

事
業
分
類

事業費
(千円)

交通安全対策事業

土木課

その他
の課題

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

河川整備事業

15 167

管理

No.

通番

都市

土木課

14 166

事
業
分
類

実　施
計　画通番 管理

事業名称等
No.

事業費
(千円)

都市部部

7,686

課

達成
目標

人件費相当額
(千円)

名向陸橋の調査、補修工事の計画決定

都市

事業費総額
(千円)

その他
の課題

7,686

５つの
宣　言

○

0

3,382

8,632
事業費総額

(千円)

都市部

部門

５つの
宣　言

人件費相当額
(千円)

部門

課

事業費
(千円)

土木課

　幹線道路の上空に架かる橋りょうのうち名向陸橋について、潮風の影響や経年的
な劣化が要因で起きるコンクリートの欠片の落下を防止するため、現況調査及び補
修工事の設計を実施します。 都市部

都市

5,250

部

本年度（平成２２年度）の事業目標
部門

165

事
業
分
類

No.

13

管理
事業名称等

橋りょう維持修繕事業

通番

12

事
業
分
類

課

都市部

実　施
計　画

その他
の課題

○

　崖崩れ災害の恐れのある急傾斜地崩壊危険区域内の住民生活の安全を図るため、
神奈川県が実施する向ヶ崎Ｃ、毘沙門B、金田岩浦、金田鋒、栄町、初声町下宮田
の６地域の急傾斜地崩落対策工事にかかる費用の一部負担を行います。

事業
内容

事業
内容

その他
の課題

達成
目標

向ヶ崎Ｃ：Ｌ＝60m、毘沙門B：L=20m、金田岩浦：Ｌ＝53m、金田鋒：Ｌ＝65m、栄
町：L=25m、初声町下宮田：L=22m

部

部門 都市

５つの
宣　言

事業費総額
(千円)

39,643

土木課

2,767

4



管理通番
事業名称等

人件費相当額
(千円)

部門

5,488

1,953

3,535

環境課課

3,074

５つの
宣　言

事業費
(千円)

13,990

部 環境部

部門

○

都市

事
業
分
類

５つの
宣　言

その他
の課題

実　施
計　画

部

実　施
計　画

○

138

都市

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

事
業
分
類

事業
内容

達成
目標

通番

水質モニタリング調査の実施
(30箇所)

No.

管理
事業名称等

171

環境部部

課

事業費
(千円)

環境課

人件費相当額
(千円)

○

都市

事業費総額
(千円)

住宅用太陽光発電システム等設置費補助事業

住宅用太陽光発電システム設置費補助15件

事業
内容

　三浦市の地下水の保全を図る有効な保全対策を確立するための実証実験として、
農協及び農業者の協力のもと、夏期の休耕地においてクリーニングクロップ（土壌
に過剰に集積した肥料成分等の吸収を目的に栽培される作物）を一定規模にわたっ
て作付け、地力の向上を図るなど環境保全型農業を推進するとともに、地下水の水
質状況のモニタリングを実施します。

事業費総額
(千円)

17,064

事
業
分
類

本年度（平成２２年度）の事業目標

　発電時に二酸化炭素を排出しない太陽光発電システムを積極的に導入することに
より、二酸化炭素の排出抑制を図り、地球温暖化対策を推進し持続可能な社会の創
出に資することを目的として、三浦市住宅用太陽光発電システム等設置費補助金交
付要綱等に基づき、住宅用太陽光発電システムを設置する方に対し、県の補助金を
上乗せして交付します。

その他
の課題

19

達成
目標

実　施
計　画

達成
目標

部門

170 地下水保全対策事業

通番
事業名称等

No.

18

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

都市部

事業
内容

スカベンジイベント24回以上開催

クリーンアップ・プロジェクト

No.

169

事業費総額
(千円)

事
業
分
類

課

本年度（平成２２年度）の事業目標

　三浦市初声地区の庄司川・一番川・下市川流域について、都市基盤整備や農地基
盤整備の進展に伴い、河川、水路の現状の課題を整備し、流域の住民生活の安全確
保と農地への影響軽減のために、総合治水基本計画の基礎資料をもとに、初声地区
総合治水基本計画を作成します。

初声地区総合治水基本計画の作成

事業
内容

達成
目標

17

　企業CSR活動を中心とした多様な主催者によるスカベンジイベントを開催するこ
とにより、これまで美化活動に参加する機会がなかった方々にも参加意欲や機会を
提供し、ライフスタイルの一部に美化活動が定着することを目的として、新規スカ
ベンジイベント主体者の発掘、事業PR活動、活動消耗品の一部提供等の支援を実施
します。
　また、これまで地域住民やボランティア団体によって行われてきた地域清掃との
協働や既存イベントに対しスカベンジへの参加の呼びかけなどを行います。

本年度（平成２２年度）の事業目標

部門

部

その他
の課題

0

都市

事業費
(千円)

707

707

土木課

５つの
宣　言

3,735

環境部

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

課 環境課

3,597

16 258

通番 管理

No. その他
の課題

初声地区総合治水基本計画作成事業

実　施
計　画

○

５つの
宣　言

事業名称等

5



22

645

人件費相当額
(千円)達成

目標
768

事業費
(千円)

123

廃棄物対策課

事業費総額
(千円)

部

0

課

都市

○

５つの
宣　言

部門

人件費相当額
(千円)

その他
の課題

事業費総額
(千円)

環境部

0

５つの
宣　言

実　施
計　画

事業費
(千円)

事
業
分
類

実　施
計　画

環境部

○

部門 都市

430

430

部門

５つの
宣　言

2,215
事業費総額

(千円)

その他
の課題

課

2,152

環境部

環境課

達成
目標

清掃事業所用地拡張及び施設整備事業

達成
目標

施設整備基本方針策定

通番

No.

63

都市

23

No.

事業
内容

事業名称等
通番

　清掃事業所老朽化のため、清掃事業所施設整備基本方針を策定します。なお、策
定にあたっては、ごみ処理業務の委託化方針との整合性を図ります。

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画改定

　横須賀市とのごみ処理広域化の内容変更に伴い一時保留となっていた、一般廃棄
物（ごみ）処理基本計画の見直しを行います。

事業
内容

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画策定事業

通番

173

事業名称等
No.

20

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

253

達成
目標

事業
内容

　地球温暖化対策の普及及び啓発を図るため、家庭での電気使用量や二酸化炭素換
算量等が把握できる省エネナビ及び待機電力が把握できるエコワットを貸し出しま
す。
　また、二酸化炭素の吸収効果が高い樹木の苗木を購入してイベントで配布すると
ともに、地球温暖化対策に関する講師を招き、地球温暖化対策の普及・啓発を行い
ます。

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

電動式生ごみ処理機の補助件数：１８件
非電動式生ごみ処理機の補助件数：５件

　一般家庭ごみの生ごみの自己処理促進とごみの減量化・資源化意識の向上を図る
ため、生ごみ処理機等の購入費を補助します。

174 生ごみ処理機等補助事業

廃棄物対策課

都市

環境部

その他
の課題

○

実　施
計　画

５つの
宣　言

課 廃棄物対策課

部

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

事業費
(千円)

事
業
分
類

307

307
事業費総額

(千円)

課

部

通番
事
業
分
類

管理

部門

No.
事業名称等

21 172

人件費相当額
(千円)

事
業
分
類

部

事業費
(千円)

○

実　施
計　画

省エネナビの貸出し4件、エコワットの貸出し12件、苗木の配布50本

事業名称等

地球温暖化対策普及啓発事業

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

6



2,767

10,083

５つの
宣　言

68,982

廃棄物対策課

○

課

部

５つの
宣　言

54,472

事業費総額
(千円)

都市

部

都市部門

下水道課

環境部

23,835

事
業
分
類

その他
の課題

実　施
計　画

課

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

177

26 広域施設整備事業189

事業名称等
通番 管理

26,602

達成
目標

雨水きょ整備：1箇所、50m
南下浦町上宮田地内

事業費総額
(千円)

その他
の課題

0

廃棄物対策課

環境部

実　施
計　画

人件費相当額
(千円)

10,083

事
業
分
類 ○

部門

事業費総額
(千円)

14,510
人件費相当額

(千円)

事業費
(千円)

環境部部

事業
内容

　ごみの減量化・再資源化を推進するため、全世帯を対象とした説明会を開催し、
水切りの徹底と正しい分別に対する理解を市民一人一人に呼びかけます。また、生
ゴミ処理機の普及促進と市民団体等による資源化物回収事業の充実を引き続き行い
ます。

事業費
(千円)

部門

実　施
計　画

ごみの減量化・資源化の推進

都市

事業費
(千円)

部

○

課

部門

2,152

本年度（平成２２年度）の事業目標

環境部

都市

達成
目標

資源ごみを除くごみの排出量削減目標：２％(前年度比)
資源化率：35％

事業費総額
(千円)

2,152

課

その他
の課題

0

人件費相当額
(千円)

廃棄物対策課

事
業
分
類

その他
の課題

実　施
計　画

５つの
宣　言

○

事
業
分
類

５つの
宣　言管理

No.

事業
内容

　ごみの不法投棄を防止するため、通常の監視活動に加え、不法投棄防止月間や監
視ウィークを設定し、様々な防止活動を集中的に行うほか、三浦市民やホームペー
ジなどの広報活動による周知徹底を図ります。

事業名称等

事業
内容

　雨水排水機能を強化し浸水被害を防ぐため、雨水排水施設整備を行ないます。

雨水管きょ整備事業

No.

最終処分場基本設計等業務委託　一式
ごみ資源化・焼却施設及び不燃ごみ等選別施設建設支援事業に対する負担金
最終処分場建設用地の購入

27

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業
内容

通番

　横須賀市三浦市ごみ処理広域化基本計画等に基づき、三浦市が分担する一般廃棄
物最終処分場の整備にかかる最終処分場基本設計等業務を平成22、23年度継続して
実施します。
　また、横須賀市が分担する生ごみ資源化・焼却施設及び不燃ごみ等選別施設の整
備にかかる支援事業に対し、三浦市が費用の一部を負担します。
最終処分場建設に必要な用地を購入します。

達成
目標

No.

管理

本年度（平成２２年度）の事業目標

不法投棄防止パトロール：6回/年以上
不法投棄防止強化月間：1回/年
監視ウィーク：1回/年
散乱ごみの定期清掃：10回/年以上
広報紙による市民周知：3回/年以上

No.

176

通番
事業名称等

ごみの不法投棄の防止

達成
目標

25

事業名称等

17524

通番

7



汚泥脱水機増設（H21からの継続事業）

達成
目標

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

89,462

部門

4,148

事
業
分
類

事業費総額
(千円)

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

163,000

課

部

実　施
計　画

都市

下水道課

環境部

５つの
宣　言

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

事業費総額
(千円)

事業費総額
(千円)

５つの
宣　言

都市

事業費
(千円)

2,459
人件費相当額

(千円)

1,867

4,326

その他
の課題

下水道課

環境部

課

部

部門

○

事
業
分
類

５つの
宣　言

都市

No. 実　施
計　画

事業
内容

28

事業名称等

　生活排水による公共用水域の水質汚濁防止のため、有用微生物群を用いた環境保
全に取組みます。

部門

環境部

都市

165,459

部

課

事業費
(千円)

下水道課

2,459

事業費総額
(千円)

事業
内容

汚水管きょ整備事業

本年度（平成２２年度）の事業目標

30

　東部処理区の処理区域拡大のため、公共下水道未普及地域の汚水管きょ整備を行
います。

13,526

事業名称等

管きょ整備：3箇所、451m
南下浦町菊名地内1箇所・初声町下宮田地内2箇所

５つの
宣　言

102,988

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

　東部処理区の管きょ整備の進捗による汚水量の増加に対応するため汚泥処理施設
を増設します。

処理場建設事業

達成
目標

実　施
計　画

その他
の課題管理

31 181

通番

No.

○

その他
の課題

事
業
分
類180

事業名称等
管理

実　施
計　画

○

部門

課

部

下水道課

事
業
分
類 ○

環境部

No.

5,070

922

通番

補助基数　12基

達成
目標

29 合併処理浄化槽設置整備事業

　生活排水による公共用水域の水質汚濁防止のため、単独処理浄化槽又は汲み取り
式便槽から合併処理浄化槽に設置替えを計画されている方に、予算の範囲内で設置
費用の一部を補助します。

179

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

有用微生物群活性液を2箇所投入
有用微生物群活性液を3箇所で無料配布
力だんご大作戦1回

178

本年度（平成２２年度）の事業目標

通番 管理

事業名称等
No.

排水路水質浄化事業

管理通番

8



事業
内容

達成
目標

事業
内容

可燃ごみ自区外焼却処分：9,800ｔ（22年度に限り焼却灰の処理処分も含んだ事業
費とする）

事業名称等

事業費
(千円)

14,280

公共下水道新規接続世帯80世帯増による、下水道使用料1,520千円増

事業名称等
その他
の課題

　東部処理区における公共下水道事業の計画的・効率的事業進捗を図るため、計画
を見直します。

下水道課

　公共下水道接続率の向上を図るため、普及啓発活動及び未接続世帯への戸別訪問
を行います。

183

達成
目標

達成
目標

部門

事業費総額
(千円)

本年度（平成２２年度）の事業目標

　可燃ごみを自区外で焼却処理処分することで西岩堂処分場の延命化を図ります。

事業
内容

達成
目標

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

33

通番

中期ビジョンの策定
全体計画の見直し

事業名称等

公共下水道接続率の向上

環境部

都市

課

人件費相当額
(千円)

実　施
計　画

その他
の課題

6,763

５つの
宣　言

事
業
分
類

実　施
計　画

○

環境部

265,300
事業費
(千円)

No.

通番 管理
事
業
分
類焼却ごみ処理処分事業

6

都市部門

その他
の課題

５つの
宣　言

実　施
計　画

人件費相当額
(千円)

時間外勤務手当26千円の抑制

事業費総額
(千円)

事業名称等

人件費相当額
(千円)

276,828

35

課

部

11,528

環境センター

185 ○

No.

34 184

本年度（平成２２年度）の事業目標

通番 管理

時差出勤制度導入による経費抑制

184
事業費総額

(千円)

事業費
(千円)

部

実　施
計　画

その他
の課題

５つの
宣　言

環境部

課
事業
内容

都市

○

部門

0

下水道課

　勤務時間外に実施する未接続世帯への戸別訪問において、時間外勤務手当抑制の
ため時差出勤制度を活用します。

6

課

部

下水道課

事
業
分
類

0

184

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

都市部門

部

５つの
宣　言

事
業
分
類

環境部

事業費総額
(千円)

○

21,043

本年度（平成２２年度）の事業目標

通番

182 公共下水道計画事業

No.

管理

32

9



その他
の課題

○

都市部門

達成
目標

通番

達成
目標

埋立ごみ自区外処分：1,000ｔ

管理通番

36

37

事業
内容

事業
内容

部門

管理

No.

No.

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

　西岩堂埋立地の残容量が僅かである中、広域処理稼動までの間、西岩堂埋立地の
延命化を図り有効利用するため、埋立ごみの一部を自区外処分します。

本年度（平成２２年度）の事業目標

事
業
分
類

実　施
計　画

５つの
宣　言

環境部

事業費
(千円)

人件費相当額
(千円)

○187

管理

埋立ごみ処理処分事業

事
業
分
類

事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

186

　可燃ごみの自区外焼却処理に伴い発生する焼却灰を処分します。

焼却灰処分：0ｔ（22年度に限り焼却ごみ処理処分事業費に焼却灰の処理処分も含
む）

通番

事業費
(千円)

部

衛生センター課

衛生センター休止事務手続き

0

人件費相当額
(千円)

　平成21年度に決定した衛生センター廃止方針に基づき衛生センター休止の事務手
続きを進めます。

事業費
(千円)

事
業
分
類

事業費
(千円)

環境部

0

事業名称等

190

ごみ処理業務の全面委託化に向け、ごみ処理業務の委託化方針を検討します。

事業
内容

管理

191

2,767

事業費総額
(千円)

2,767

ごみ処理業務への民間活力の導入

部

1,998
人件費相当額

(千円)

課 清掃事業所

No.

39

ごみ処理業務の委託化方針の決定

38

事業
内容

本年度（平成２２年度）の事業目標

衛生センター取壊し事業

達成
目標

通番

1,998
事業費総額

(千円)

都市

○ ○

部門

課

事業名称等
実　施
計　画

その他
の課題

５つの
宣　言

0

29,649

環境部

事業費総額
(千円)

都市

2,244

部

人件費相当額
(千円)

27,405

環境センター

0

環境センター課

実　施
計　画

５つの
宣　言

その他
の課題

0

事業費総額
(千円)

焼却灰処理処分事業

５つの
宣　言

環境部

部門

部

都市

No.
事業名称等

実　施
計　画

その他
の課題

○

事
業
分
類

10



本年度（平成２２年度）の事業目標

水道料金福祉減免の廃止又は減免率の引き下げ

本年度（平成２２年度）の事業目標

　東部浄化センター維持管理事業についてコスト縮減に向けた、包括的民間委託を
行うための検討を行います。

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

　前年度に引き続き広告料収入の継続、新規開拓を図ります。

事業費総額
(千円)

人件費相当額
(千円)

部門

福祉減免率引き下げによる料金収入4,800千円

事業費
(千円)

40

部門

192

事業
内容

通番

41 193

通番

19543

1,476

154

達成
目標

人件費相当額
(千円)

42

事業
内容

194 広告料収入の新規開拓

本年度（平成２２年度）の事業目標

管理

広告料収入157千円

通番

No.

○

実　施
計　画

0

123

部

123

事業費
(千円)

調査・基本設計の作成

事業費
(千円)

課

環境部部

都市

東部浄化センター維持管理費のコスト縮減

事業名称等

○

その他
の課題

実　施
計　画

５つの
宣　言

事業名称等

事業費総額
(千円)

実　施
計　画

課

都市

その他
の課題

営業課

部

５つの
宣　言

水道部

部門

事業費総額
(千円)

事業
内容

9,839

部門

水道部

達成
目標

　高山配水池の耐震診断において、レベル2地震時に配水池底版に亀裂漏水が発生
し、配水施設機能に支障をきたす可能性が高く、補強等が必要であることが判明し
たため、配水池の改築に向けた調査を行います。
　予算計上の都合により、人件費相当額3,074千円は、老朽管更新事業に含んでい
ます。 課 給水課

9,839

災害対策関連施設事業

水道部

事業名称等

0

○

事
業
分
類

５つの
宣　言

都市

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

通番
事
業
分
類

実　施
計　画

営業課

0

達成
目標

　平成20年度実施した減免率の引き下げにより、引き続き増収を図ります。
都市

事業費
(千円)

1,476

達成
目標

No.

事
業
分
類

課

事業費総額
(千円)

154

事業
内容

人件費相当額
(千円)

部

基本方針、発注仕様書の決定
平成23年度包括的業務委託契約実施に向けた準備

No.
事業名称等

管理
５つの
宣　言

その他
の課題

○

0

事
業
分
類

東部浄化セン
ター

管理

No.

11



事業名称等

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

老朽管更新延長　L=1,525.5m

本年度（平成２２年度）の事業目標

達成
目標

都市

課
事業
内容

事業
内容

46

47 199

管理

No.

達成
目標

本年度（平成２２年度）の事業目標

45

No.

197

198

事業名称等

出水不良個所の解消：小網代地区　1個所

　老朽化した配水管の耐震化整備を行うことにより、安定した水道水の供給を図り
ます。
　予算計上の都合により、事業費には他の事業も合わせて人件費41,288千円を含ん
でいます。この事業の人件費相当額は26,131千円です。

老朽管更新事業

　1本の給水管から複数世帯に対し給水している私設管等（連合線）の出水不良解
消を図るため、配水管布設とそれに伴う給水管の接続替えを行ないます。
　予算計上の都合により、人件費相当額2,767千円は、老朽管更新事業に含んでい
ます。

管理

　前年度に引き続き、時差出勤制度を活用し、時間外勤務手当の削減を図ります。
　予算計上の都合により、人件費相当額6千円は、老朽管更新事業に含んでいま
す。

連合線解消事業44

事業名称等

事業名称等
通番 管理

事業
内容

No.

通番

196

時差出勤制度導入による事務の効率化

管理

No.

通番

課

５つの
宣　言

都市

その他
の課題

実　施
計　画

部門

部門

事
業
分
類

○

事
業
分
類

水道部部

○

実　施
計　画

給水課

事業費
(千円)

15,404

事業費総額
(千円)

15,404

0

その他
の課題

人件費相当額
(千円)

５つの
宣　言

0
人件費相当額

(千円)

実　施
計　画

水道部

221,894
事業費総額

(千円)

221,894
事業費
(千円)

給水課

部

部門

事
業
分
類 ○

その他
の課題

都市

５つの
宣　言

人件費相当額
(千円)

0

部

0

課

水道部

給水課

事業費
(千円)

部門

0
事業費総額

(千円)

通番

　CADデータについては前年度に引き続き有償頒布を行います。
　予算計上の都合により、人件費相当額184千円は、老朽管更新事業に含んでいま
す。

都市

事業
内容

工事設計図書の有償頒布

0

時差出勤による時間外手当の削減額年間最大77千円

給水課

水道部

達成
目標

その他
の課題

５つの
宣　言

実　施
計　画

事
業
分
類

課

本年度（平成２２年度）の事業目標

事業費
(千円)

0
人件費相当額

(千円)

○

CADデータ有償頒布による年間収益699千円

部

事業費総額
(千円)

0
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（部門経営会議庶務担当課　都市総務室）

　業績目標は、平成22年4月7日部門経営会議（都市政策経営会議）において審議決定後、4月9日政策会議に
報告し、確定したものである。
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